
謹んで新春のお慶びを申し上げます 

2017年1月 

２４ 

刈谷市議会議員    

   皆様におかれましては幸多き春を迎えられたこととお慶び申し上げ

ます。 

 昨年は、リオ五輪で日本選手団が大活躍する一方、熊本地震が発生

したり、トランプショックが起きるなど、混沌とした1年でありまし

た。 

 激動の時代をたくましく乗り超える、活力と温もりあふれるまちづ

くりに引き続き取り組んでまいります。 

 本年も変わらぬご指導ご鞭撻、ご支援を心よりお願い申し上げます。 

１)12月定例会報告 

１． 平成２９年4月より、市の組織機構が改正されます。 

２． 平成29年4月より給食費が改訂されます。 

会計名 小学校 中学校 幼稚園

改訂後 250円 280円 220円

現行 220円 250円 200円
改定額 30円 30円 20円

 17年ぶりに給食費が改訂されます。給食費は食材費

のみを頂いていますが、その食材費が高騰しています。

安い材料しか使えないとメニューが単純化し、バラエ

ティに富んだ給食が提供できなくなる可能性がありま

す。皆様のご理解ご協力をお願い申し上げます。 

新 新

企画財政部 総務部
企画政策課 総務文書課

広報広聴課 人事課

財務課 税務課

契約検査課
情報システム課

施設保全課 新設

配置換え

旧 新

水資源部 水資源部
水道課 水道課

浄水管理事務所 浄水管理事務所

下水道管理課

下水道建設課

雨水対策課 雨水対策課

下水道課
統合

旧 新

福祉健康部 福祉健康部
福祉総務課 福祉総務課

生活福祉課 生活福祉課

健康課 健康推進課

長寿保険部 長寿課

長寿課 　　ぬくもりプラザ

　　ぬくもりプラザ 国保年金課

国保年金課

次世代育成部 次世代育成部

子育て支援課 子育て推進課
夢と学びの科学体験館 夢と学びの科学体験館

子ども課 子育て支援課
子ども課

母
子
保
健
業
務
を
移
管

統合

名称変更

業務分割

統合



４． 補正予算案が可決しました。主な事業をご紹介します。 
単位:億円

会計名 補正前 補正額 補正後

一般会計 577.2 17.7 594.9

特別会計 287.5 0.4 287.9
企業会計 41 -0.06 40.94

合計 905.7 18.0 923.7

１)都市交通計画調査事業(ＪＲ刈谷駅の改造設計) 90,000千円 

３． 刈谷駅北口が大きく変わります(目標：平成32年度完了) 

２．改造の概要 

① ホーム拡幅による安全確保 

 最小幅1.2mを拡幅。将来ホームドア設置も検討。 

② 乗降客数(約8万人/日)増加対応 

 階段の新設・拡幅、改札口増設。 

③改札口周辺のスムーズな動線確保 
 自由通路の待機スペース拡大。 

整備後イメージ(デッキ上) 

整備後イメージ(デッキ下) 

整備後イメージ 

 刈谷駅北口の再整備構想が示されました。先行開発された刈谷駅南口に続き、北口
がいよいよ再開発されます。 
 南口のアルバックスタワー同様、ランドマークとなる新ビルを建設します。商業店舗の
入居、観光案内所や交流スペースの設置が検討され、そのビルや駅前周辺を人々が回遊
できる歩行空間を整備します。 
 また、隣接する道路(刈谷駅前線)を駅に向かって一方通行化するとともに、歩道幅を
広げ、カフェ等で飲食を楽しんだり、散策できるようにします。 
 平成32年(市制施行70周年)に向けた準備が着々と進んでいます。  

整備後イメージ 

デッキ延伸 

ビルと駅の接続 

デッキ延伸・改良 

歩車分離 

アルバックスタワー 

新ビル建設予定地 

新ビルの概要 
・総事業費：約36億円 

・敷地面積：2,804㎡  

・延べ床面積：約15,000㎡ 

・階数：地上20階(70.5m) 

 1～2階 商業施設及び公共施設 

 (観光案内所、交流スペースなど検討) 

 3～5階 事務所   

 6～20階 住居(86戸)  

・別棟 立体駐車場 

・建設スケジュール 

 平成30年～既設建築物除却、工事着手 

 平成32年9月 工事完了 
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1．主旨(バリアフリー新法に関する基本方針への対応) 

  地域支援の下、平成32年度までに可能な限り段差の解消、視覚障害者の転落防

止や移動円滑化等をはかる。 



８．平成２８年１２月定例会を振り返って  

 新たな農業委員会制度に関する議案や、歴史博物館建設に関する議案等を承

認するとともに、税の徴収、滞納についての請願や、市施設の禁煙に関する陳

情等は不採択となりました。 

 また、人事院勧告と報酬審議会の答申を鑑み、職員と議員の給与水準がわず

かに上昇します。責任を胸に刻み、引き続き活動してまいります。 

 約31.7億円の建設費を投じる歴史博物館建設に関しては、市内外からの来

訪促進は勿論、ボランティアガイドの登用など、市民も親しみ活躍できる仕組

みづくりをお願いしています。 

  

７．議案、請願、陳情等の審議結果 
歴史博物館イメージ図 

６．『強度行動障がい』 に対するご理解・ご支援をお願いします。 

５．刈谷城の実施設計に熊本城の復旧技術が盛り込まれます。 

２)空調設備整備事業(全中学校普通教室等にエアコン設置) 612,000千円 

 地震で被災した熊本城の復旧には長い年月と多額の予算がか
かる為、熊本市は現在、「復旧基本計画(平成29年度中に完成
予定)」を策定しています。 
 その計画には、未来の復元整備にも繋がる復旧手法と、最新
の耐震化技術等の安全対策が盛り込まれる予定です。 
 そこで刈谷市は、平成３２年の完成を目指していた刈谷城の
実施設計を延期し、熊本城の復旧手法・安全対策が判明次第、そ
の内容を取り入れ、改めて設計する事としました。賢明な判断だ
と思います。 
 この延期期間を有効活用し、歴史博物館等を含むエリア全体
の賑わいを創出する戦略を練り上げて頂きたいと思います。 

修復・耐震ノウハウを 
実施設計に反映。 

刈谷城イメージ図 

・激しい自傷・暴力・破壊行為 

・生命の危険を伴う飛び出し行為 

・奇声、大泣き 

・食べられない物を口に入れる 

・昼夜逆転 

被災した 

熊本城 

４．運用の目安 

①夏季(6月中旬～9月末) 

   エアコン設定温度：28℃ 

②冬季(12月上旬～３月中旬) 

   エアコン設定温度：18℃ 

イメージ 

１． 設置対象 

 全中学校の普通教室及び特別教室の一部。 

２．エアコンのタイプ 
 ガスヒートポンプ式。 

３．運用開始時期 

 平成29年冬季より運用開始予定。 

これは、重度の自閉症や知的障がいのお子さんのうち少数が、思春期頃に発現する行動障がいで、 

外的刺激によるストレスや物事を理解できないストレスを表すサインと言われています。 

・本人がストレスを感じず過ごせる居場所 

(ハード)づくり 

・障がいの発現を抑止する仕組みづくり 

  が急務です。 

 支援体制構築を働きかけてまいります。 

本人もご家族も大変な 

思いをされています。 

※ 小学校は平成30年度に設置、運用予定です。 

  行動の事例 

『強度行動障がい』のある方とご家族への支援が求められています。 

対策 

 刈谷城の実施設計は延期されましたが、刈谷駅北口の再整備、ＪＲ刈谷駅の大規模改造
は、市制施行70周年となる平成32年完了を目途としています。その先にあるリニア開通を
にらみ、市の玄関口となる刈谷駅周辺のポテンシャルを高めていく事は大変重要です。これらの
事業は、市の今後の命運を左右すると思います。 
 大型投資案件には異論も出ますが、目先の事や足元にとらわれ過ぎると歩が進まなくな
ります。 
 中長期的視野に立ち、建設的な議論ができる議会づくりに取り組んでまいります。 



 
 さはら充恭後援会事務所(ご意見・ご要望はこちらまで) 

HPアドレス= http://www.m-sahara.jp パソコン･スマホでどうぞ! 刈谷市議 さはら 

 〒448-8651 刈谷市豊田町1丁目1番地 トヨタ紡織労組内 
   Tel:0566(26)0385 Fax:0566(26)0415 E-mail:mmi2002@katch.ne.jp  
   不在時はお手数ですがTel:0565(52)3224までご連絡お願いします。 

３)市内を改善しました。 

対策後 

ポプラの木の綿毛飛散防止(中山公園) 消失した路面表示の再施工(一ツ木町) 

対策後 

２)福祉産業委員会視察報告 

10/19(水) 東京都板橋区『板橋区立企業活性化センターについて』 
視察目的：経営難に陥った中小企業を徹底的に支援し、その9割を助けると言われる「板
橋モデル」の手法を学ぶ。 

所感 公的機関であってもリスクを顧みず、他機関が見放した経営難の企業でさえ、徹

底支援する姿勢に驚き、感銘を受けた。刈谷でも各種の経営改善事業が実施されている

が、更に一歩踏み込み、多少のリスクはいとわない、魂の入った「刈谷モデル」の中小

企業支援体制を構築して欲しい。 

10/20(木)AM 千葉県木更津市『きさらづ健康マイレージについて』 
視察目的：刈谷が今月開始した「かりや健康マイレージ」が市にどのような効果をもた
らすのか、先進市の取り組みを学ぶ。 

  

10/21(金)  東京都八王子市 
『障害のある人もない人も共に安心して暮らせる八王子づくり条例について』 
視察目的：政令市以外の市町村で、最も早く障がい者の差別禁止を条例化した同市の先
進的取り組みを学ぶ。 

10/20(木)PM  東京都中央区 『介護ロボットの活用状況について』 
視察目的：介護現場の負担軽減や人材確保の為、介護ロボット導入に積極的に取り組む特
養を視察し、その種類や様々な活用方法を学ぶ。 

所感 今月刈谷市が開始した「かりや健康マイレージ」の推進にあたり参考になった。今

後、どの程度の応募があるかわからないが、初年度の結果をよく分析し、実効性の高い

健康づくり事業に育てて頂きたい。 

所感 多くの介護ロボット類を視察し、貴重な経験ができた。介護士の定着率の低さが問

題となっており、積極的導入が望まれるが、過度に依存するのではなく、介護士の育成

とバランスを取りながら、ベストミックスさせていく事が重要だと感じた。保育現場も含め、

ロボットの活用を検討していくよう提言していきたい。 

所感 八王子市には多くの障がい者関連団体があり、市民パワーを感じた。こうした

風土づくりは一朝一夕にはできないが、刈谷市も、平成30年に初の特別支援学校が開

校するなど、その基盤づくりが進んでいる。ノーマライゼーションのまちづくりを更に加

速させよう提言していきたい。 


